
令和５年度 自己評価表の公表(こどもデイサービスひまわり) ＜2023.11実施分　集計表＞

チェック項目 取組状況・改善目標 はい

どち

らと

もい

いいえ

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係

で適正であるか

活動スペースは広く部屋を仕切ったり個室を使用す

るなどして個別な配慮もしやすくしている。外も広

く遊具や自転車などでも充分に活動できるが、範囲

が広いので安全面に注意し職員間で連携を密にし隙

のない支援をしていく。

7

② 職員の配置数は適切であるか

多動や情緒面で配慮が必要な子どもが多くいるので

、保育士、児童指導員が様々な研修を職員が受講で

きるようにし、知識を持って対応できるようにして

いる。また、子どもの状態に応じて職員を増員し、

安全に活動できるようにしている。

7

③
事業所の設備等について、バリアフリー化

の配慮が適切になされているか

現在の利用者から見ると環境はほぼ整っているが、

今後も利用者の状態に合わせて改修等していきたい

。利用者の出入り口はぶつからないよう２カ所開け

ている。

7

④
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目

標設定と振り返り）に、広く職員が参画し

ているか

利用者の状態などを定期的に職員会議を開き話し合

っている。午前中や午後の時間でも話し合いや共通

理解の場を持っているが、非常勤職員や休みの職員

で会議に入れない時もあるので、意識統一のため、

その都度伝達の漏れがないように注意していきたい

。

7

⑤
保護者等向け評価表を活用する等によりア

ンケート調査を実施して保護者等の意向等

を把握し、業務改善につなげているか

評価表を配布するときに保護者への説明文書(アン

ケート結果を業務改善に繋げること等を知らせる)

も添付している。アンケート結果から保護者に分か

りやすい説明をしたり改善点を探るようにしている

。

7

⑥
この自己評価の結果を、事業所の会報やホ

ームページ等で公開しているか

例年、事業所の掲示板に掲示したり、ホームページ

への掲載もしている。お便りでも内容に触れたりも

するが、まずは事業所の中身や取り組みを知っても

らう機会を作ることが大切だと考えます。

7

⑦
第三者による外部評価を行い、評価結果を

業務改善につなげているか

なかなか外部からの評価を受ける機会はないが、事

業所で会議をもつとき等は活動の様子を見てもらっ

たりし意見をもらっている。今後は検討していく。

5 2

⑧
職員の資質の向上を行うために、研修の機

会を確保しているか

県等から案内された研修には必ず1名は参加し、そ

の他の勉強会に参加した職員からのも含めて内部研

修を実施している。研修に参加する機会を均等に持

てるようにし職員の意欲向上につなげる。

7

⑨

アセスメントを適切に行い、子どもと保護

者のニーズや課題を客観的に分析した上で

、放課後等デイサービス計画を作成してい

るか

利用開始時には必ずアセスメントを行い、他事業所

からの情報ももらって、保護者や本人のニーズも確

認した上で相談のサービス等利用計画を基に、個別

の支援計画を作成している。（デイでも要望は確認

している）

7

⑩
子どもの適応行動の状況を図るために、標

準化されたアセスメントツールを使用して

いるか

統一したアセスメントツールはあり、毎年見直しを

しながら個別支援計画書を作成している。年齢層に

幅もあり、理解にも差があるので、アセスメント項

目の内容を見直すとより良いと思う。

6 1

⑪
活動プログラムの立案をチームで行ってい

るか

行事等の予定は予め話し合い決めている。児発管が

統括する中で、利用者個々に合わせた個別や集団で

取り組みことを決め、共通理解をした上で支援に入

っているが、会議に出られない職員もいるので伝達

漏れのないようにする。

6 1

⑫
活動プログラムが固定化しないよう工夫し

ているか

決まったルーティンで動くことで安定して過ごして

いる人もいることを理解した上で、情緒面の安定を

図りながら新しいことに興味が持てるようにも誘っ

ていくようにはしている。

6 1

⑬
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をき

め細やかに設定して支援しているか

基本的な流れを決め、平日でも長期休暇でも見通し

を持って過ごせるようにしている。時間が多く取れ

る時は個別や集団で行う課題や遊びをそれぞれ設定

し、様々な体験ができるようにしている。

7
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⑭
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活

動を適宜組み合わせて放課後等デイサービ

ス計画を作成しているか

個別活動と集団活動(他者を意識した活動)のバラン

スを考えながら支援をしている。まずは充分に本人

に付き合い気持ちを満たすことを大切にし、その後

子ども同士の相性を見ながら小集団での活動、輪を

広げていけるような意識をもって計画を作成してい

る。

7

⑮
支援開始前には職員間で必ず打ち合わせを

し、その日行われる支援の内容や役割分担

について確認しているか

毎日ミーテイングを行い、時間によって参加できな

かった職員へは伝達したり、記録の確認をしてもら

っている。その日の利用者ごとの担当を決め、状態

の引継ぎや役割の確認もしている。たまにしか入ら

ない職員もいるので伝達漏れが無いようにし、共通

理解をしていく必要がある。

7

⑯
支援終了後には、職員間で必ず打ち合わせ

をし、その日行われた支援の振り返りを行

い、気付いた点等を共有しているか

送迎に係る時間により帰着時間もバラバラなため、

その日のうちに全員での振り返りは難しい状況であ

るが、翌日の支援に入るまでには職員間で話し合い

を持ち、共有化を図っている。

5 2

⑰
日々の支援に関して正しく記録をとること

を徹底し、支援の検証・改善につなげてい

るか

利用者一人一人の活動記録をその日に担当した職員

が記入し様子等が次回へと繋がるようにしている。

気づいた問題点も挙げ、話し合いに繋げて問題の解

決策を探るようにしている。

7

⑱
定期的にモニタリングを行い、放課後等デ

イサービス計画の見直しの必要性を判断し

ているか

半年に1回はモニタリングを実施し見直しを行って

いる。職員の中で話し合いに出られない人がいる場

合は事前に意見を聞いたりし、皆で統一した意識や

関りができるようにしている。

7

⑲
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み

合わせて支援を行っているか

厚労省のガイドラインに示されている基本活動を指

針として、活動プログラムを作成している。職員に

もガイドラインの内容が周知できるように研修を行

う。

7

⑳
障害児相談支援事業所のサービス担当者会

議にその子どもの状況に精通した最もふさ

わしい者が参画しているか

担当者会議の日程を相談支援専門員と調整し、内容

に応じて相応しいものが参画するようにしている。

会議の内容については持ち帰り、職員間で共有して

いく。

7

㉑

学校との情報共有（年間計画・行事予定等

の交換、子どもの下校時刻の確認等）、連

絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の

連絡）を適切に行っているか

学校からは下校時間の書かれたプリントをいただい

たり、変更があれば電話連絡をもらったりしている

。保護者から知らせてくれることもあるが、こちら

から学校に問い合わせる場合もある。送迎時に、努

めて教師との関係性作りもしていき、情報共有がで

きるようにしていく。

7

㉒
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場

合は、子どもの主治医等と連絡体制を整え

ているか

現在は医療的なケアが必要な子がいないが、今後必

要があれば連絡体制を整えていく。
4 2 1

㉓
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認

定こども園、児童発達支援事業所等との間

で情報共有と相互理解に努めているか

今年度、他事業所から移ってきた子については会議

を行い情報共有をした。今後も必要に応じてお互い

の支援の経過や、支援の方針等の話し合いの場がも

てるといい。

5 2

㉔

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業

所から障害福祉サービス事業所等へ移行す

る場合、それまでの支援内容等の情報を提

供する等しているか

保護者への情報提供はしている。又、利用者によっ

ては移行支援会議等で情報共有ができている。今後

もそのように努めていきたい。

7

㉕
児童発達支援センターや発達障害者支援セ

ンター等の専門機関と連携し、助言や研修

を受けているか

発達障害者支援専門員の職員から、研修や勉強会で

の内容を基にした話を聞く機会がある。また、利用

者によっては必要な助言を受けている。案内があれ

ば可能な限り研修会にも参加している。

7

㉖
放課後児童クラブや児童館との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか

児童クラブ等との交流については、保護者の意向も

分かれていて実現はできていない。行事を通じて兄

弟児を呼んだり、学生ボランティアを依頼したりし

交流の機会は持てていると考えている。その他お出

かけや買い物等の体験を通して、障害のない子ども

や大人と触れ合う機会はもてるようにしている。

1 5 1

㉗
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加

しているか

地域の協議会はあまり稼働していない（呼ばれない

だけか）ようだが、案内があれば参加したい。
3 4
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㉘
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い

、子どもの発達の状況や課題について共通

理解を持っているか

子どもの状況は必要に応じて伝え合っている。連絡

ノートで伝えにくい事柄については、送迎時や電話

連絡をして対応している。解決すべき課題について

も共通理解をして、それぞれにアプローチができる

よう話をしている。

7

㉙
保護者の対応力の向上を図る観点から、保

護者に対してペアレント・トレーニング等

の支援を行っているか

今年度は保護者の茶話会を開催し、その中でも各家

庭での子どもへの対応を聞く機会を持つことができ

た。又、それぞれの話を聞きながら関わり方のアド

バイスをしたりもできた。

5 2

㉚
運営規定、支援の内容、利用者負担等につ

いて丁寧な説明を行っているか

利用契約の締結時には、重要事項説明書に沿って利

用規約、支援の指針と具体的な内容、利用者負担額

等を確認し、それぞれに応じた説明を行っている。

7

㉛
保護者からの子育ての悩み等に対する相談

に適切に応じ、必要な助言と支援を行って

いるか

相談頂ければ全て真摯に対応している。担当者一人

では適切な助言ができない場合は、事業所として適

切な回答を模索した上でアドバイスをしている。

7

㉜
父母の会の活動を支援したり、保護者会等

を開催する等により、保護者同士の連携を

支援しているか

今年度は４年振りに”ふれあいの日”を開催し、その

中で保護者同士の交流の場を持つことができた。今

後も定期的に開催し保護者が繋がりあえる機会をつ

っていきたい。

7

㉝

子どもや保護者からの苦情について、対応

の体制を整備するとともに、子どもや保護

者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ

適切に対応しているか

苦情はほとんどないが、あれば迅速に対応していき

たい。子どもたちの声にも耳を傾け、不満等がある

場合はよく話を聞くようにしている。行き違いによ

って生じた苦情については事実の確認をして原因を

探り、再発防止に努めている。

7

㉞
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事

予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者

に対して発信しているか

ひまわり通信を定期的に発行している。子どもたち

の活動の様子や、ひまわりからのお知らせ、お願い

等も載せ、保護者への情報提供を図り協力を求めた

りもし、活動への理解に繋がればと思っている。

7

㉟ 個人情報に十分注意しているか

個人情報が記載されている文書は鍵付きのロッカー

で保管し、それらの文書の廃棄にはシュレッターを

使う等、個人情報の取り扱いには注意をしている。

通信やホームページでも写真を使用することもある

が、事前に意向の確認をしている。

7

㊱
障害のある子どもや保護者との意思の疎通

や情報伝達のための配慮をしているか

子どもや保護者、それぞれの特性に合わせた配慮や

伝え方をしている。
7

㊲
事業所の行事に地域住民を招待する等地域

に開かれた事業運営を図っているか

行事への招待等はできていないが子どもたちと近所

を散歩するとき等、努めてこちらから声をかけたり

していくことで、挨拶を交わしたりする関係性はで

きている。今後も地域の人たちとの交流を大切にし

行事等での関りは検討していきたい。

1 4 2

㊳
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルを策定し、職員や保

護者に周知しているか

基本的な連絡は保護者に知らせているが充分に周知

できていない面はある。今後はプリントや保護者会

などを通して説明をしていきたい。又、職員とも内

容の確認をしていく。

7

㊴
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出その他必要な訓練を行っているか

子どもたちとは年2回訓練を行っている。保護者に

対しては、災害時の対応についての大まかな流れ(

プリントにて)の確認はできている。

7

㊵
虐待を防止するため、職員の研修機会を確

保する等、適切な対応をしているか

研修会があれば参加している。内容については事後

に内部研修を行っている。新聞等で虐待に関する報

道等があれば、情報として取り上げ、研修をし注意

喚起している。

7

㊶

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行

うかについて、組織的に決定し、子どもや

保護者に事前に十分に説明し理解し了解を

得た上で、放課後等デイサービス計画に記

載しているか

虐待の研修、強度行動障害の研修等で、毎回確認し

ている。身体拘束について職員間で共通理解した上

で、支援していくなかで拘束にあたる行為が起こる

かもしれないと判断した場合は、個別支援計画書に

記載をして保護者への同意を取っている。

7

㊷
食物アレルギーのある子どもについて、医

師の指示書に基づく対応がされているか
保護者の申告に基づいて対応している。 5 2
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㊸
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で

共有しているか

共有している。内容について会議の時にも取り上げ

、気づいたらすぐに対処し、安全にすごせるように

している。
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